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ジーニアス･ カフェ

③
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示
価
格
の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
す
。

K i r キール…７００円
ｶ ｼ ｽ に白ﾜ ｲ ﾝ を加えた

、ランチﾀ ｲ ﾑ ( 日曜日を除く）
１１:30 A M～２:3O P M
サンドウィッチ･ スープ･ エスプレッソ…８００円
ﾏ ｶ ﾛ ﾆグﾗ ﾀ ﾝ ･サラダ･パン･ ｴ ｽブﾚ ｯ ｿ…9 0 0円
ｽﾌﾚ風ｵﾑﾚﾂ,ｻﾗダ･パン’エスプレッソ１，０００円
●日替わりクレープセット( 日曜日を除く）
３: 0 O P M～７: 0 O P M
クレープ･ コーヒー又は紅茶7 0 0 円～9 0 0 円

きらきら光る初夏の風に、神戸の街が
一年じゅうでいちばん美しいといわれる
５月。大丸浜側､ ヅー ﾆ ｱ ｽ ･ ￥ｬ ﾗ ﾘ ｰ
1 階のヅー ﾆ ｱ ｽ ･ カフェでの､ ひとときは
いかがですか｡ ヅー ﾆ ｱ ｽ ･ ￥ｬ ﾗ ﾘ ｰ の
デザイナー､ アラン･ カレの｢ パリのスノッ
ブなカフェをそのまま神戸の皆さんに楽
しんでもらいたい｡ ｣ という熱望により誕生
した､ おしゃれなｶ ﾌ ｪ ｡ ｳ ｲ ﾝ ドｳ 越しの
オープンな雰囲気と色調がきわめてパリ
的で快適｡ バーカウンターで､ 軽くアル
コールドリンクを気どってみるのも､きりげ
なくおしゃれで魂

■
毒ヲ

カスタードクリームをクレープで包みこみました。
爽やかなフルーツを一緒にお召しあがりください。

Caf6Cappuccinoカフェカプチーノ…500円
泡立てたミルクにエスプレッソコーヒーを加え
シナモンパウダーで風味を出したコーヒーです。

磯

Fru i t s -フリュイ…６００

［

ポピュラーなカクテルでする
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青く澄んだ海の色

白い雲と緑の山々

ＫＯＢＥの色はファミリアの色

馨言jiこぎ:jjii夢
本社: 神戸市中央区西町３６a O 7 8 ( 3 2 1 ) 0 3 4 5 代
東京支社: 東京都新宿区新宿5 - 1 7 - 5 壷0 3 ( 3 2 0 9 ) ６６７７代
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'@1秋の御婚礼衣裳大展示会
●

◆

穂

７月２８日（日）
A M 1 0 時～ＰＭ５時

ところ神戸ポートピアホテル
( ポートライナー市民広場駅下車）

－

Ｌ Ｊ

夢洲っJ雑だ
神戸市中央灰二宮町3 丁目1 - 9 冠0 7 8 ( 3 2 1

神戸ポートピアホテル衣裳室
ピアンカスポーザ....｡....,｡..…．｡,.････冠（078）
シュバリエ.｡.…｡,..･･･.………･….,.･･･五（078）

神戸風月堂もE敏窪郎.............…･…･･･・念（078）
ホテルゴーフルリツツ衣投節.…････ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･か(０７８１
新神戸オリエンタルホテル衣裳室

)0360㈹

302 - 3 3 7 8
302-1051
302-5555
303－5555

アソルテイ････…･･･．････……….．…･･･‘か（078）262-2908
楠公会則賊'裳室....･･････‘･･･････…･……･･･､.つ（078）
そごうブライダルｻｰｸﾙ････････,･･･.‘｡.･･金(０７８１

カー( ４台) での送迎サービス
' 堂1 主イ太庄）キ７守一

38 2 - 0 1 6 0

221=4１８１

、
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ミシユー･ エタ鼻
アユージエ
クラブ･ メゥド
リーフノヮト
アトモスフェール
ヴイッキー
アラン･ マスキャン
キャトルセゾン
ハウスオプローピ
ワコール

トリンプ
ラパプル
ミセラン

シエJ レ

ペネトンインナー

鞠 ハフ

１ア
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1 1 V ｰ ノＺ

ケ
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ン

ルーフル。戒ﾗ ｲ ダﾙ 十口．

ジ

己

Ｆ

神戸･ 三宮さんブラザ､ センタープラザ3 Ｆ
営藁時間ｍｌｌＯＯ－ｍＢＯＯＰＨＯＮＥロブＢ－ＳＢ巴－１ＳｇＢ

、

;／

３‘”e仏５tj3Ij…'Ｉ感駅りＷＦｆ蛎鮮ヅ‘コヨ偶,‘膿〃酔織'ず一昨傘Ｉ／ン29,畔β"I9eVI8c
撫撫:熟』ｸバ
…撫飲鯉｡ｼ '

ココ山岡

コヨ1拭匂｡､必迩ｌ１ｇ?'$〆
幽“-”to”
確鮮伽召
６uα･"し
￥仙池Riccf
Liz

I瀞‘
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
伽
し
た
カ
フ
ェ
の
テ
ラ
ス
で
．

虹
け
く
人
を
眺
め
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
Ｖ
亀

こ
の
阿
仁
米
て
．
今
Ⅱ
で
．
雪
・
川
側
・

休
暇
が
取
れ
て
か
ら
髄
た
だ
し
く
決
め
た
旅
だ
け
れ
ど
．

本
当
に
来
て
良
か
っ
た
○

い
ま
心
か
ら
そ
う
想
っ
て
い
る
。

旅
の
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、

自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
世
界
に
出
会
え
る
こ
と
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
藩
ち
る
と
い
う
言
葉
が
あ
る
け
れ
ど
．

い
ま
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
街
や
風
紫
．

知
ら
な
い
人
た
ち
の
知
ら
な
い
生
活
に
触
れ
る
こ
と
で
、

少
し
オ
ー
バ
ー
な
我
現
を
す
れ
ば

人
生
の
悦
野
が
大
き
く
瞳
が
っ
た
き
７
な
狐
が
す
る
．

こ
れ
は
、
い
く
ら
本
を
脱
ん
だ
リ

人
に
Ⅲ
い
て
も
わ
か
ら
窟
か
つ
た
こ
と
。

自
分
で
休
職
し
て
初
め
て
知
っ
た
こ
と
だ
と
単
恥

旅
先
が
異
国
な
ら
．
発
兄
や
惑
劫
は
ひ
と
き
わ
。

Ⅱ
粥
か
ら
遠
く
誹
れ
て
、

そ
の
錐
ん
だ
け
大
き
く
成
奨
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

ト
ラ
ン
ク
に
詰
め
た
夢
が

ひ
と
つ
ひ
と
つ
現
典
に
な
っ
て
、

休
暇
は
あ
と
四
日
。

今
日
の
予
定
は
、
午
Ⅲ
中
の
自
由
行
動
の
彼
．

迦
辿
れ
の
女
友
だ
ち
と
．
こ
の
カ
フ
ェ
で
倖
十
尺
面
わ
せ
て

英
術
館
め
ぐ
り
と
評
判
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
霧
イ
ナ
Ｌ

川
日
は
映
画
の
輝
台
に
も
な
っ
た

布
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地
へ
発
つ
。

い
ろ
ん
な
嶋
所
を
兄
て
歩
い
て
．

お
い
し
い
も
の
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

鰐
で
泳
い
だ
り
夜
は
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、

欲
ば
り
な
旅
だ
け
れ
ど

い
ち
ば
ん
の
収
穫
は
、
心
の
充
屯
。

休
暇
の
亜
雑
は
そ
こ
に
あ
る
の
だ
か
心
。

パ

Ｊ
１
。

三愛
キャン諸ツド･ マス
メイソングレー
フォーセット
ベガ,トン
ラッ幸ズ
ハニーハウス
イーストポーイ
ペネトン･ グッズ
フェァリー
サンクス･ クラプ
リップスター
ペイトンプレイス
ヴイフ
パルツーサェン
煙イスロクレョン
アラプグレゥツ

メリーヒル

第日月曜・定休日

ボンフカヤ
シス

HMiHiOMPARl〈
タカノ

、 ノ

ミッシェル・クラン

クロードレマ

ﾀ ﾞ イアナ
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これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

ー冨二二い＝＝

回」

５月号目次●１９９１．３６１凶

鬼哩ｒ

簡蒋 表紙／（故）小磯良平名作シリーズ／
セカンドカバー／西村功
１１神戸っ子9 1 ／西尾智香・西内傭
１４ある集い／ブラジル文化交流会・プリンセスサンバ

ﾁ ｰ ﾑ ･ 月刊神戸っ子サンバﾁ ｰ ﾑ
１７コウベスナップ／イギリス美術展・ルイス･ テイフアニー展
１８３０周年記念パーティを祝って
２０神戸の名木／小林政夫
３１私の意見／土井T F 三
３３ポエム・ド・コウベ< ５月> 詩・小林重削封カット．

石坂春生
３４随想二題／川口陽之・武田芳一
３６地域文化論／水谷頴介
３８３０周年記念エッセイ／文・絵／中西勝
４０れんさいエッセイ／文一安水稔和／絵中西勝
４２座談会日中友好ファッションショー
５４観光特集／北野・旧居留地。六甲山・ボートアイラ

ンド・メリケンパーク・南京町・須磨・灘酒蔵・有馬
６５経済ポケットジャーナル
６６第2 1 回神戸まつりがやって来、
7 6 ファッションスポット
８４神戸のお嬢さん／大浦千恵・王丹玉
８６５月に小磯良平遺作展
1 1 4 ひょうごウォーク/ ひょうごたすけあい運動/ 高橋孟
1 1 3 コーヒーブレイク
1 1 4 動物園飼育日記／ゾウの動物園史（1 9 ）／亀井一成
1 1 8 プロフェッサーアの研究室／岡田淳
1 2 0 ネオ…モーダメルヘン／篠原順子
１２２月刊神戸っ子3 0 周年記念パーティより
1 2 6 話題のひろぱ／ﾗ ﾙ ﾌ ﾛ ｰ ﾚ ﾝ ･ 神戸J C
1 2 8 K o b e T o p l c s
l 3 2 神戸を福祉の町に／橋本明
l 3 4 有馬歳時記／有馬太鼓
1 3 6 神戸百店会だより
1 3 8 モダンカルチャー
1 3 0 シネマ試写室／シラノ・ド・ベルジュラック／淀川

長治
1 4 2 ぴっといん
1 4 4 ポケットジャーナル
1 4 7 神戸つ子倶楽部会員情報
1 4 8 るぽるた一じゆ神戸／文・有井基
1 5 2 第1 5 回神戸文学賞佳作作品発表

連載小説r 星の光月の位置｣ ( 第２回) ／作・大迫智
志郎絵 ･ 田中一好

1 訂小磯良平名作表紙絵シリーズ（５）／荒尾親成
1 7 4 新連戟エッセイｒ北野物語_ 】／文・宮本豊子写真

・中村年延
1 7 6 海・船・港／かどもとみのる
1 7 7 ポートウオッチング〈神戸港を考える会）
目次作品／新谷誘紀
カメラ・米田定蔵・池田年夫・松原卓也・森田篤志
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はるかインドから英国を経て、明冶初年神戸
外国人居留地に至ったカリー文化は、日本の
米と神戸の牛肉と出会ってみごとに開花。
今や一世紀を超えるこのカリー文化を正しく
次の世代へ伝えるために、先人達の足跡をた
どり｢ 家例三ケ条｣ を守って味の温故知新に努
めるとともに現代のライフスタイルに合った
新しいカリーを提案します。

古きをたずね､ 新しきをつくる、
温故知新の｢ カリー元年」

１１９９１．６．ｓ
オーフ･ ン

伝参製法ｶ ﾘ ｰ ﾏ 元年神戸謹製

悪藤斗罪＝，－－雪
誠秩Ｐ

医食周

御影の地に 自然尊重

オープンしますも
1 云J 承文化

北野異人館

おか｝だまで創立2 0 周年

怪

＝

神戸外国へ居留地

１８６ｓ～・iＳｇｇ
長年御影ガストロノミをご利用頂き、
本当にありがとうございました｡
新しく生まれ変わる｢ カリー元年｣ を
よろしくお願い致します届，

HlGHQUALlTYDELICATESSEN

株式会社ロック･ﾌｨｮL』当Ａ
本社/〒65O神戸市中央区明石町48番地神戸ﾀﾞｲﾔﾓﾝドビﾙ5Ｆ

ＴＥＬ(078)331-1021(代表）
型
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H E A D O F F i C E ７F N E W C E N T E R 1 - 6 - 2 2 ／S A N N O M l Y A - C H O C H U O - K U K O B E C i T Y O 7 8 - 3 9 2 - 1 6 5 1
S A N N O M l Y A M A C S A N N O M l Y A C E N T E R - G A I 1 0 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 5
T H E B L A Z E R S H O P M A C T O R - R O A D O 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 6
D O L C E M A C S A N N O M l Y A C E N T E R - G A I 2 0 7 8 - 3 3 2 - 0 1 4 1
F E s ＴＡＭＡｃＨｌＭＥＪｌＦＥｓＴＡ２ＦO 7 9 2 - 8 9 - 4 7 3 8
B E N E T T O N M A C H I M E J I F E S T A 3 F O 7 9 2 - 2 2 - 1 3 3 3
s u I w l o L A M A c T A K A R A z u K A s u N v I o L A 3 F O 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 0
p L E N T Y M A c S E I s l N P L E N T Y 2 F O 7 8 - 9 9 2 - 0 0 8 8
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森哀珠株式会社
．正Ｔ猫Ｊｆｉ

毎『Ｏ心剖Ｉ
》Ｉ’T 6 5 1 蝿戸１
群 * 笠Ｊ８ｚ２２
Ｅ店丁《 ､ ‘Ｆｒ
' 戸ル娠冠。鞠２

央区，ＷＩＴ］ 5
212ｺ代
司央I メ‘剛１１Ｅｌイ１５
５２８１，，計ｨ 砿蛾（り
I 尚区引i 上野河ＩＴＲＩＷａ神戸身
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土
井
正
三

１
３１
１

口
私
の
意
見

八
オ
リ
ッ
ク
ス
・
プ
ル
ー
ウ
ェ
ー
プ
監
督
Ｖ

…ｱ 蕊蝿…

熱
い
戦
い
を

ご
期
待
下
さ
い

既
に
皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
我
が
オ
リ
ッ
ク
ス
。
ブ
ル
ー
ウ

ェ
ー
ブ
は
、
今
季
よ
り
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
神
戸
に
移
し
ま
し

た
。
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
も
新
し
く
な
り
、
神
戸
の
市
民
球
団
と
し
て

心
機
一
転
、
私
個
人
と
し
ま
し
て
は
ル
ー
キ
ー
監
督
と
し
て
、
新

鮮
な
気
持
ち
で
ゲ
ー
ム
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

神
戸
と
い
う
街
は
私
に
と
っ
て
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
育
て

て
い
た
だ
い
た
思
い
出
深
い
と
こ
ろ
で
、
非
常
に
親
し
み
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
東
京
に
出
ま
し
て
、
お
よ

そ
三
十
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
み
ま
す
と
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
い

い
街
な
ん
だ
な
あ
、
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

雄
々
し
い
六
甲
山
の
山
並
も
、
様
々
な
客
船
で
賑
わ
う
神
戸
港

も
、
そ
こ
に
生
活
し
て
い
る
人
達
の
セ
ン
ス
の
良
さ
を
窺
わ
せ
る

街
も
、
と
て
も
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
は
、
球
場
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
方
の
み

な
ら
ず
、
応
援
し
て
下
さ
る
総
て
の
フ
ァ
ン
の
方
の
た
め
に
も
、

決
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
そ
し
て
、
ガ
ッ
シ
あ
る
プ
レ
ー
を
皆

様
に
お
見
せ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

チ
ー
ム
の
看
板
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー
と
異

名
を
と
る
強
力
打
線
で
す
。
主
砲
の
石
嶺
を
始
め
、
ブ
ー
マ
ー
、

藤
井
、
高
橋
智
と
、
パ
ワ
フ
ル
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
売
り
物
の
選

手
た
ち
は
、
今
年
も
、
夜
空
に
た
く
さ
ん
の
花
火
を
打
ち
上
げ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
味
な
が
ら
、
山
森
、
小
川
ら
は
、
華

麗
な
守
備
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
松
永
、
本
西
ら

の
走
塁
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
投

手
陣
で
す
。
佐
藤
義
、
星
野
の
両
エ
ー
ス
を
始
め
、
円
熟
味
を
増

し
て
き
た
山
沖
、
伊
藤
敦
、
そ
し
て
大
学
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
・
長
谷

川
の
加
入
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
季
も
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
、
精
一
杯
頑
張
る
つ
も
り

で
す
。
こ
れ
こ
そ
〃
プ
ロ
〃
だ
と
言
え
る
プ
レ
ー
で
、
皆
様
を
魅

了
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

我
々
に
と
っ
て
は
、
フ
ァ
ン
の
皆
様
の
熱
い
ご
声
援
こ
そ
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
優
勝
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

； 輪漏審酎黛織粕
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懲坤
･ 聖鉢

3２

証辿些４
鍵雲塗 鍵

グコデハイム

鴬ゆとりのﾉ 畦ﾉ をひろげる
白の気品あるケーキ 篭恭Ｉ？

灘 量
・
一

子
巴『

粕

フラら, クフルタークランツ
ユーユーーヴー▲～～～～～～～～～～～～ゆ

＆Ｐ一 = 声ご卓一一二一 _ ヨアーーーーニ甲一二Ｆ～堂宇～ = 一凸ヘューキニーョへ竪一守口一一＝字

阪神芦屋駅北へ１分・芦屋警察署東隣り
茸（0 7 9 7）3 1 - 1 2 3 4（ＦＡＸ兼用）

月曜～土隈まで診療しています。木曜・土晒は午前のみ。
当G A T , 噸ＲＹに掲敦ご希望の方は月刊神戸っ子まで御連絡下さい。

しっとり焼き上げたスポンジケーキに

バタークリームをサンドして
アーモンドシュガーで上品に仕上げました。

淡雪のような口どけの良さと

純白の美しさが涼感を誘う小枠な贈り物で魂
あなたの大切な方々 へ､ ひと足早い夏のおいしさを

ゆとりある時と共にお届けください。

☆健保適用産婦人科･ 内科( 女性専科）

灘議
午後の情景田中美穂。作
（油絵）二紀会同人

霧に包まれた中の幻想。静かに、まどろむ
時の流れのなかで、緊迫感を残す白日夢。
キャンバスの中に、自分の気持ちを何度も

何度も重ねてゆきます。絵と心が融け合うと
スッと気持ちが軽くなります。

（柿沼産婦人科に展示５／１～５／3 1 ）

富柿沼産婦人科

盤鍵《鶴鍵鍵: 鱗駕鍵鋳識驚議鍾
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そ
の
深
い
底
に

生
ま
れ
る
も
の

ひ
か
る
苔

オ
ヒ
シ
バ
の
芽

さ
み
し
さ
や
夢

１
３３
１

光小
林
重
樹

カ
ッ
ト
／
石
阪
春
生

梢
や

葉
の
お
も
て
で

い
く
ど
も
さ
え
ぎ
ら
れ

漁
過
さ
れ
た

森
の
底
に
と
ど
く
の
は

澄
ん
だ

光底
へ
沈
ん
で
行
く
ほ
ど

濃
く
な
っ
て
ゆ
く

純
粋

ロ
ポ
エ
ム
。
ド
。
コ
ウ
ベ
八
５
月
Ｖ

'全、
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宝
一

瀞
才

ｐ
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；

朝
臣＝

上
海
は
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
青
春

の
街
で
あ
り
、
思
い
出
の
一
ぱ
い
残
る

都
会
で
あ
る
。

今
度
、
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｍ
が
、
上
海
、
杭

州
で
、
日
中
友
好
の
た
め
に
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
シ
ョ
ー
を
す
る
の
で
、
そ
の
応

援
を
か
ね
る
ツ
ア
ー
を
募
っ
た
。
わ
た

し
も
、
Ｏ
女
や
Ｆ
女
か
ら
誘
い
を
う
け

加
わ
っ
た
。

こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
は
上

海
も
杭
州
も
大
受
け
大
成
功
だ
っ
た
こ

と
は
、
そ
の
当
事
者
が
書
く
だ
ろ
う
か

ら
、
わ
た
し
は
や
め
て
お
く
。

私
は
過
去
に
十
年
も
上
海
に
は
住
ん

だ
の
で
、
地
語
は
よ
く
通
ず
る
と
思
わ

れ
、
私
も
何
か
役
立
こ
と
も
あ
ろ
う
と

思
い
参
加
し
た
が
、
さ
て
、
現
地
に
立

つ
と
、
単
語
の
少
し
は
覚
え
て
い
る

が
、
何
か
訊
い
て
も
、
大
体
は
殆
ど
忘

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
役
立
な
ど
少

武
田
芳
一

八
作
家
Ｖ

思
い
出
の
上
海

随
想

一

一

題

ＳＩＧＨＴＳＦＲＦＲＴＮＧＫＯＢＥ２.

し
不
安
で
あ
っ
た
。
五
十
年
の
歳
月
は

忘
却
の
海
に
消
失
し
た
言
葉
な
ど
浮
ん

で
こ
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
相
手
か

ら
何
か
親
し
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
る

と
、
忘
れ
て
い
た
単
語
が
何
の
脈
絡
も

な
し
に
、
ひ
ょ
っ
と
飛
び
出
し
て
く
る

の
で
、
我
な
が
ら
び
っ
く
り
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
与
え
ら
れ

た
言
葉
が
全
部
受
け
答
え
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
い
。
分
ら
な
い
語
も
多
々
あ

っ
た
。
そ
の
時
は
、
違
っ
た
語
を
多
く

喋
っ
て
い
る
と
、
知
ら
ぬ
ま
に
そ
の
内

容
が
了
解
の
思
い
に
な
る
の
は
双
方
で

あ
っ
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
は
上
海
で

一
一
回
、
杭
州
で
一
回
の
シ
ョ
ー
は
、
み

な
観
衆
を
魅
了
し
て
息
を
呑
む
思
い
で

見
入
っ
て
い
た
。
楽
屋
で
は
言
語
不
通

の
笑
話
や
失
策
な
ど
は
少
し
あ
っ
て

も
、
シ
ョ
ー
は
大
盛
会
と
大
成
功
は
否

め
な
か
っ
た
。

わ
た
し
の
上
海
語
は
杭
州
で
よ
く
通

じ
た
。
し
か
し
、
同
じ
上
海
語
で
も
、

杭
州
人
の
上
海
語
は
少
し
異
っ
て
い

た
。
関
西
弁
が
京
都
、
大
阪
、
神
戸
と

ｌ
Ａﾘ

甲
画弔＝画

１１弔

驚’鐙器Ｉ

生型一一一

南京路の街並

､

伊凸ｮ

兵庫県黄玉代美術館（潅区）

１
３４
１

一
寸
異
っ
て
い
る
の
と
同
じ
く
ら
い

で
、
他
所
か
ら
聞
け
ば
皆
同
じ
関
西
弁

で
あ
る
。
し
か
し
、
住
民
が
き
く
と
三

市
の
語
音
は
み
な
異
っ
て
い
る
の
と
同

じ
で
、
他
国
人
か
ら
は
同
じ
上
海
語
に

き
こ
え
る
。
そ
の
為
か
否
か
は
知
ら
な

い
が
、
杭
州
人
と
上
海
人
は
反
目
競
合

が
あ
る
。
私
は
蛎
牛
角
上
の
争
い
と
茶

化
し
た
が
事
実
は
事
実
で
あ
る
。

杭
州
ナ
ン
バ
ー
の
車
は
日
中
に
上
海

に
入
る
事
と
、
上
海
ナ
ン
バ
ー
の
同
じ

く
杭
州
市
に
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。
但

し
、
夜
七
時
か
ら
翌
る
七
時
ま
で
は
自

由
で
あ
る
。
こ
の
自
由
時
間
の
制
定

は
、
人
民
の
受
皿
側
を
い
か
に
配
慮
し

て
い
る
か
が
分
る
。
私
は
こ
の
社
会
主

灘
甥
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自証I 山の頂上火口湖のピークにて

識

’
3５
１

五
年
前
の
還
暦
で
、
母
校
（
神
戸
商

大
）
の
後
輩
に
川
口
自
動
車
の
社
長
を

譲
っ
た
私
は
、
こ
の
五
年
間
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
や
、
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ

ラ
ヤ
、
ア
フ
リ
カ
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

義
国
の
制
定
が
、
人
民
の
心
を
配
慮
し

て
い
る
か
が
推
察
で
き
る
。
日
本
の
制

定
は
い
つ
も
お
上
意
識
で
制
定
す
る
、

か
け
ら

人
民
側
の
配
慮
な
ど
破
片
も
な
い
。
そ

れ
か
ら
未
来
性
の
配
慮
も
で
あ
る
。
お

上
意
識
と
は
中
央
官
僚
の
優
越
性
と
地

方
へ
の
侮
蔑
性
で
あ
る
。
彼
ら
に
あ
る

の
は
目
先
の
利
害
勘
定
が
、
彼
ら
の
基

本
意
識
で
あ
る
。
百
年
の
未
来
性
も
、

十
年
先
の
国
の
利
害
さ
え
も
、
考
え
な

い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
私
に
は

野
党
側
に
も
票
集
め
の
エ
ゴ
し
か
み
え

な
い
。
‐

孝
行
の
言
葉
は

東
洋
だ
け

川
口
陽
之

八
歴
史
家
・
登
山
家
Ｖ

☆
著
書
紹
介
☆

垂
水
郷
土
史：

南
米
の
ア
コ
ン
カ
グ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
の

キ
ナ
バ
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ

ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
な
ど
の
辺
地
の
高
山
ば

か
り
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
老
人
に

な
っ
た
親
を
、
子
供
が
面
倒
を
み
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

英
語
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
に
は
、

「
孝
行
」
と
云
う
言
葉
は
な
い
。

あ
え
て
英
語
で
「
孝
行
」
を
さ
が
せ

ば
〃
ロ
届
ご
″
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
税

金
に
も
使
っ
て
い
る
。

「
孝
行
」
は
納
税
程
度
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
儒
教
」
が
入
っ
て
い

た
中
国
東
北
区
（
旧
満
州
）
の
白
頭
山

や
、
韓
国
の
雪
岳
山
、
玉
山
（
旧
新
高

山
）
な
ど
に
行
っ
た
ら
、
「
孝
行
」
が

金
科
玉
条
に
な
っ
て
い
て
、
老
父
母
の

面
倒
を
み
る
た
め
に
自
分
の
子
供
の
養

育
ま
で
犠
牲
に
し
て
い
る
よ
う
な
面
が

あ
っ
た
。

日
本
古
来
の
「
神
道
」
や
、
七
世
紀

か
ら
の
「
仏
教
」
に
は
、
老
後
は
子
供

に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
な
く
頓
死
す
る

「
ポ
ッ
ク
リ
信
仰
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

老
い
た
親
の
面
倒
を
子
供
が
み
る
動

物
や
鳥
類
は
全
然
存
在
し
な
い
。

ロ
ー
マ
帝
国
が
、
老
い
た
親
鳥
に
餌

を
運
ぶ
子
烏
の
伝
説
を
も
つ
コ
ウ
ノ
烏

に
あ
や
か
っ
て
、
親
孝
行
を
強
制
す
る

法
律
を
つ
く
っ
た
が
、
「
孝
行
」
と
云

う
言
葉
が
な
か
っ
た
の
で
「
コ
ゥ
ノ
烏

法
」
と
呼
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
コ
ウ
ノ
烏
の
話
は

ウ
ソ
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
す
ぐ
に
廃

止
し
て
い
る
。

『
生
物
は
子
孫
を
残
す
の
が
使
命
』

と
い
う
真
理
が
優
先
し
た
の
で
あ
る
。

植
物
で
も
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
や
ブ
ナ
は

自
分
の
種
か
ら
が
発
芽
し
て
苗
木
に
な

り
、
成
木
に
な
る
ま
で
は
、
親
木
は
枝

を
大
き
く
張
っ
て
、
他
種
が
入
り
込
ま

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
が
、
苗
木

が
一
人
前
に
な
る
と
、
親
木
は
枯
死
し

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
林

や
ブ
ナ
林
は
、
何
千
年
も
同
じ
植
生
を

保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
育
て
の
終
わ
っ
た
老
人
は
「
生
」

に
執
着
せ
ず
に
、
あ
っ
さ
り
頓
死
す
る

こ
と
が
真
理
で
あ
る
。

私
は
、
ハ
ー
ド
な
山
登
り
で
肉
体
を

酷
使
し
て
使
い
切
り
、
七
十
歳
を
越
せ

ば
頓
死
す
る
こ
と
に
決
め
て
い
る
。

子
供
や
、
若
い
者
の
た
め
に
、
い
く

ら
膨
大
な
教
育
や
福
祉
予
算
を
計
上
し

て
も
よ
い
が
、
老
人
福
祉
の
た
め
の
予

算
は
ど
ん
ど
ん
削
る
べ
き
で
あ
る
。

で
な
い
と
、
財
政
破
綻
で
日
本
は
滅

亡
す
る
。

霧:蕊

篭瀧鋳議臭
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城
下
町
安
中
と
新
島
雲

安
中
は
未
知
の
町
だ
っ
た
。
東
京
生
さ
っ
た
訪
問
だ
っ
た
。

れ
な
の
に
、
北
関
東
は
、
ど
う
も
な
じ
碓
氷
関
所
跡
、
坂
本
、
松
井
田
と
い

み
が
う
す
い
。
数
年
前
に
、
「
軽
井
沢
っ
た
上
州
路
ｌ
中
山
道
の
宿
場
町
め
ぐ

の
別
荘
史
」
（
宍
戸
実
著
）
の
現
場
を
り
も
ふ
く
め
て
、
江
戸
時
代
、
板
倉
勝

著
者
と
訪
ね
る
会
に
出
席
し
て
、
途
上
、
明
候
の
城
下
町
は
、
な
か
な
か
見
所
が

ト
ミ
オ
カ

か
っ
て
の
絹
の
道
だ
っ
た
富
岡
製
糸
工
豊
富
で
あ
る
。
｝
」
の
小
さ
な
城
下
町
に

場
や
渋
沢
栄
一
出
生
地
の
深
谷
あ
た
り
も
現
代
の
都
市
計
画
は
い
ろ
い
ろ
歪
み

を
通
過
し
た
の
だ
が
、
そ
の
時
訪
ね
た
を
も
た
ら
し
て
い
て
、
都
市
計
画
街
路

修
理
中
の
妙
義
神
社
の
石
垣
に
、
関
東
の
街
な
か
の
通
過
に
あ
わ
せ
て
保
存
修

イ

に
も
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
と
鷲
い
理
さ
れ
た
武
家
屋
敷
群
奉
行
役
宅
猪
狩

ワ
ー
プ

た
ぐ
ら
い
の
す
ぐ
な
い
触
れ
あ
い
だ
っ

家
長
屋
は
、
荒
っ
ぽ
い
藁
屋
根
茸
き
で

た
。
素
朴
で
力
強
い
。

今
回
は
、
昨
年
に
神
戸
で
開
い
た
全
そ
し
て
、
関
西
派
か
ら
み
る
と
京
都

国
町
並
保
存
連
盟
の
幹
事
会
の
夜
に
、
の
新
島
嚢
が
な
ぜ
こ
の
西
上
州
の
出
身

是
非
と
お
願
い
し
て
、
「
安
中
の
自
然
な
の
か
、
そ
れ
で
こ
こ
に
い
ま
な
お
「
新

と
文
化
を
学
ぶ
会
」
が
実
現
し
て
く
だ
島
学
園
一
と
い
う
存
在
も
、
興
味
深
か

八
そ
の
皿
Ｖ

水
谷
頴
介
八
都
市
計
画
家
・
建
築
家
ｖ

会
が
発
乍
し
た
書
物
「
新
島
裏
」
が
無

料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
。

日
本
基
督
教
団
安
中
教
会
の
礼
拝
堂

は
、
新
島
褒
召
天
三
○
周
年
を
記
念
し

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
正
式
に
は
「
新

島
蕊
記
念
会
堂
」
と
い
う
。
壁
体
は
大

谷
石
造
り
で
、
帝
国
ホ
テ
ル
（
大
正
一

二
年
竣
工
）
の
五
年
前
（
大
正
七
年
八

月
着
工
’
八
年
八
月
竣
工
、
設
計
古
橋

柳
太
郎
）
だ
と
評
価
す
る
む
き
も
あ
る
。

建
築
物
は
、
質
素
な
材
料
だ
が
き
わ
め

て
て
い
ね
い
に
造
ら
れ
て
い
る
。
堂
内

に
は
、
裏
の
影
響
を
う
け
た
湯
浅
治
郎

や
「
非
戦
」
を
と
な
え
た
柏
木
義
円
ら

の
肖
像
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
。

夕
暮
の
西
日
を
あ
び
た
記
念
会
堂
の

あ
ち
こ
ち
を
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
て
い
る

と
、
自
称
・
町
並
み
旅
絵
師
・
片
寄
秀

文
君
と
出
く
わ
し
た
。
彼
は
、
ひ
ょ
っ

こ
り
と
、
岩
波
版
「
ス
ケ
ッ
チ
全
国

町
並
み
見
学
」
を
と
り
だ
し
て
、
こ
こ

へ
は
す
で
に
訪
ね
て
い
て
、
こ
の
書
に

画
い
て
あ
る
の
だ
よ
、
と
見
せ
て
く
れ

た
。
さ
す
が
だ
ね
、
と
う
な
ず
く
。

安
中
か
ら
帰
っ
て
、
す
ぐ
、
同
志
社

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
静
和
館
が
壊

さ
れ
そ
う
だ
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
を
う
け

た
。
安
中
で
の
新
島
嚢
を
奉
信
す
る
人

々
に
も
呼
び
か
け
て
応
援
の
力
に
な
っ

て
も
ら
っ
た
ら
、
と
答
え
た
ら
、
現
在
の

同
志
社
は
新
島
裏
に
触
れ
て
も
ら
い
た

く
な
い
Ｉ
学
校
の
将
来
の
た
め
に
は
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
得
策
で
な

い
と
い
う
気
分
が
あ
る
そ
う
だ
と
い
う

解
説
を
う
け
た
。
〃
本
当
か
し
ら
〃
へ
の

答
は
ま
だ
つ
か
ん
で
い
な
い
が
、
安
中

と
は
対
照
的
に
こ
ち
ら
の
建
物
が
壊
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
。

新鳥悪津会今鴬

島
学
園
」
と
い
う
存
在
も
、
興
味
深
か

っ
た
。
新
島
変
は
、
函
館
で
ニ
コ
ラ
イ

と
会
い
英
語
を
学
び
、
一
八
六
四
年
ア

メ
リ
カ
へ
密
航
し
、
ボ
ス
ト
ン
へ
着
き
、

一
八
七
四
年
横
浜
に
帰
国
、
安
中
へ
戻

っ
て
い
る
。

神
戸
の
宣
教
師
か
ら
呼
ば
れ
て
、
京

都
の
山
本
覚
馬
（
妹
が
後
の
要
夫
人
八

重
）
に
会
い
土
地
の
寄
付
を
う
け
て
一

●
＠

八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
同
志
と
し
て

の
英
学
校
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

新
島
邸
も
、
昭
和
三
九
年
に
敷
地
の

位
置
を
す
こ
し
か
え
て
復
元
、
見
学
で

き
る
。
こ
こ
で
は
、
一
八
九
○
年
（
明

治
二
三
年
）
、
新
島
妻
が
永
眠
さ
れ
て

か
ら
百
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
刊
行

3６
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口
第
相
回神戸

文
学
賞
作
品
募
集

こ
こ
に
第
焔
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清

新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ
一
、
受
賞
作
品
発
表
は
本
誌
一
九
九
二
年
新
年
号

一
、
応
募
作
品
は
小
説
と
し
、
応
募
資
格
は
問
い
誌
上
で
、
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

ま
せ
ん
。
た
だ
し
応
募
作
品
数
は
一
篇
に
限
り
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

ま
す
。
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
一
、
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
受
賞
作
品
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
三
拾
万
円

も
の
に
限
り
ま
す
。
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
宇
詰
印
１
，
枚
。
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
（
筆
名
）
、
年
齢
、
市
中
央
区
東
町
二
三
の
一
大
神
ピ
ル
九
階

職
業
、
略
歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
月
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

梗
概
を
つ
け
て
下
さ
い
。
電
話
○
七
八
’
三
三
一
’
二
二
四
六

一
、
締
切
り
は
八
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

本
誌
は
昭
和
団
年
に
創
刊
妬
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
・
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
左
記
の
通
り
に
各
賞
の
受
賞
作
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
ｎ
回
の
募
集
よ
り
、
さ
ら

に
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
「
神
戸
文
学
賞
」
の
名
称
に
統
一
、
受
賞
作
を
一
作
品
と
し
て
、
現
在
、
広

く
作
品
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

・
第
十
一
回
神
戸
文
学
賞
「
膜
父
記
」
（
田
能
千
世
子
Ｉ
茨
木
一
Ｕ

（
こ
の
回
よ
り
神
戸
文
学
賞
と
同
女
流
文
学
賞
を
一
本
化
）

・
第
十
二
回
神
戸
文
学
賞
「
夢
食
い
魚
の
ブ
ル
ー
グ
ッ
ド
バ
イ
」
（
釜
谷
か
お
る
Ｉ
高
砂
市
）

・
第
十
三
回
神
戸
文
学
賞
「
お
夏
」
（
門
田
露
Ｉ
西
宮
市
）

・
第
十
四
回
神
戸
文
学
賞
「
風
車
の
音
は
い
ら
な
い
」
（
上
田
三
洋
子
Ｉ
長
岡
京
市
）

・
第
十
五
回
神
戸
文
学
賞
「
渇
き
」
（
刀
禰
喜
美
子
Ｉ
大
阪
市
）

主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子

八
選
考
委
員
Ｖ
杜
山
悠
。
武
田
芳
一
・
鄭
承
博

１
３７
１
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螺

「
神
戸
っ
子
」
と
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
「
元
町
」
と

い
う
本
の
創
刊
前
か
ら
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
そ
の
頃
、
小
泉
さ
ん
は
国
際
会
館
の
下
で
お
茶
屋

さ
ん
を
し
て
お
ら
れ
、
行
き
つ
け
に
し
て
い
た
た
こ
焼
屋

で
よ
く
ご
一
緒
し
た
も
の
だ
。

あ
る
目
か
の
有
名
な
た
こ
の
壷
に
立
ち
寄
っ
た
と
き

に
小
泉
さ
ん
か
ら
、

「
中
西
さ
ん
、
『
セ
ン
タ
ー
』
と
い
う
本
が
あ
る
で
し
よ
。

僕
も
『
元
町
』
と
い
う
本
を
作
り
た
い
ん
で
す
」

と
、
相
談
を
も
ち
か
け
ら
れ
た
。

い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
っ
た
が
、
同
人
誌
で
も
三
カ
月

も
も
て
ば
い
い
方
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、

「
三
カ
月
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
続
け
な
さ
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
内
容
の
あ
る
同
人
誌
と
同
じ
よ
う
に
画
家

や
作
家
に
金
を
出
し
て
表
紙
や
カ
ッ
ト
、
文
章
を
書
い
て

戴
く
様
な
事
も
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
」

と
提
案
し
た
。 誌

面
を

中
西
勝

お
祭
り
騒
ぎ
の

三
十
周
年
記
念
エ
ッ
セ
イ
回

八
画
家
・
絵
と
文
Ｖ

そ
し
て
創
刊
。
当
初
は
、
小
泉
さ
ん
は
お
茶
屋
を
続
け

な
が
ら
本
を
出
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
私
は
店
の
奥
で
よ

く
カ
ッ
ト
を
描
い
た
も
の
だ
。
江
戸
川
乱
歩
賞
を
と
っ
た

ば
か
り
の
陳
（
舜
臣
）
さ
ん
に
お
酒
等
を
よ
く
お
ご
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。

当
時
は
、
あ
る
意
味
で
神
戸
の
梨
明
時
代
だ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
今
の
よ
う
に
豊
か
な
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
今

の
よ
う
に
大
き
な
都
会
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

と
て
も
可
能
性
を
秘
め
た
面
白
い
時
代
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。
そ
ん
な
と
き
に
、
初
め
「
元
町
」
、
そ
し
て
「
神

戸
っ
子
」
は
生
ま
れ
た
の
だ
。

そ
れ
か
ら
三
十
年
。
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
も
恵

ま
れ
、
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
本
当
に

驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
月
の
本
の
編
集
だ
け

で
な
く
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
も
手
が
け
て
き
た
。
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
新
年
会
、
そ
し
て
世
界
の
酒
祭
り
、
な
ど
な
ど
。

最
近
で
は
、
小
泉
編
集
長
と
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
リ

鍵

鴬

貯
強鍵
:鶏､鰯
Ａ,Ｈｆ走駒一
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ス
ト
（
Ｋ
Ｆ
Ｍ
）
の
藤
本
ハ
ル
ミ
会
長
が
中
心
と
な
っ
て

上
海
。
杭
州
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
き
、
大
成
功

を
お
さ
め
た
と
伺
っ
て
い
る
。
〃
神
戸
の
道
は
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
に
つ
づ
く
″
で
は
な
い
が
、
今
ま
で
以
上
に
国
際
的

視
野
を
持
っ
た
「
神
戸
っ
子
」
で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
一
方
で
、
神
戸
に
住
ん
で
い
て
も
今
ま
で
に
気
が

付
か
な
か
っ
た
我
々
の
周
辺
の
喜
び
を
、
「
神
戸
っ
子
」

が
気
付
か
せ
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
編
集
部
に
よ

る
企
画
だ
け
で
な
く
、
街
で
起
こ
っ
た
面
白
い
情
報
を
外

部
の
人
間
か
ら
集
め
、
同
人
新
聞
と
い
う
よ
う
な
ペ
ー
ジ

を
つ
く
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
み
ん
な
で
お
祭

り
騒
ぎ
を
し
て
い
る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
を
。

例
え
ば
、
一
週
間
は
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
七
日

間
で
あ
る
。
こ
れ
を
最
初
に
つ
く
り
出
し
た
人
に
は
、
月

曜
日
は
月
の
祭
り
の
日
で
あ
り
諺
火
曜
日
は
火
の
祭
り
の

日
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
我
々
は
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
「
今

日
は
月
曜
か
。
あ
あ
火
曜
か
」
と
い
う
具
合
に
、
何
ら
の
感

動
も
持
ち
合
わ
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
原
始
時
代
の

太
陽
崇
拝
を
意
味
す
る
土
器
も
、
西
洋
文
明
に
よ
っ
て
現

在
は
単
な
る
デ
ザ
イ
ン
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
神
戸
っ
子
』
は
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

常
に
新
鮮
な
も
の
を
提
供
し
、
原
点
を
呼
び
さ
ま
し
て
く

れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
神
戸
が
持
っ
て
い
る
創
造
性
を
伸
ば
し
て
い
け

る
の
は
「
神
戸
っ
子
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
神
戸
っ
子
」

●
●
ロ

は
作
家
に
原
稿
を
戴
い
て
い
る
。
そ
し
て
作
家
は
「
神
戸

っ
子
」
に
原
稿
を
掲
載
し
て
戴
い
て
い
る
と
い
う
風
な
お

互
い
の
謙
虚
さ
が
、
神
戸
を
ま
す
ま
す
美
し
く
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

（
談
）
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〈
蝿
〉

昨
年
の
春
に
和
山
の
宿
で
も
ら
っ
て
き
て
鉢
に
植
え
て

い
た
ス
イ
セ
ン
が
、
水
々
し
い
青
い
葉
を
の
ば
し
た
。
と

こ
ろ
が
花
が
咲
か
な
い
。
今
ご
ろ
は
、
烏
甲
山
を
見
上
げ

る
和
山
の
斜
面
は
、
ス
イ
セ
ン
の
花
と
フ
キ
ノ
ト
ウ
で
い

っ
ぱ
い
だ
ろ
う
な
。
昨
年
は
三
月
の
末
に
出
か
け
た
が
、

今
年
は
仕
事
に
追
わ
れ
て
気
が
つ
く
と
、
も
う
四
月
だ
。

よ
し
、
今
年
も
行
っ
て
み
よ
う
か
。

思
い
立
っ
て
夜
に
逆
巻
の
宿
に
電
話
を
入
れ
て
、
次
の

朝
、
出
か
け
た
。

私
に
は
ど
う
も
同
じ
場
所
へ
何
度
も
出
か
け
る
癖
が
あ

る
よ
う
で
。
能
登
へ
、
そ
し
て
佐
渡
へ
何
度
も
出
か
け

た
。
三
河
の
花
祭
に
数
年
つ
づ
け
て
年
の
暮
に
な
る
と
出

か
け
て
行
っ
た
。
東
北
へ
菅
江
真
澄
を
追
い
か
け
て
一
年

に
何
度
か
何
年
も
通
っ
た
。

春
に
な
る
と
室
津
へ
よ
く
出
か
け
た
。
そ
れ
が
い
つ
も

梅
の
盛
り
で
は
な
く
て
、
花
の
散
っ
た
あ
と
を
見
は
か
ら

っ
た
よ
う
に
出
か
け
た
。
花
と
花
の
間
に
わ
ざ
わ
ざ
何
を

見
に
行
く
の
か
と
言
わ
れ
も
し
た
が
、
毎
年
重
ね
て
出
か

け
て
み
る
と
、
こ
れ
が
な
か
な
か
い
い
の
だ
。
毎
年
同
じ

よ
う
で
、
ど
こ
か
違
っ
て
い
て
、
お
も
し
ろ
い
。
梅
が
散

り
残
っ
て
い
た
り
、
す
っ
か
り
散
り
は
て
て
い
た
り
、
桜

が
ち
ら
と
開
い
て
い
た
り
。
足
も
と
に
ス
イ
セ
ン
が
咲
き

乱
れ
て
い
て
、
高
い
と
こ
ろ
に
ツ
バ
キ
の
花
が
並
ん
で
い

旅
の
か
た
ち

随
想

１
４０
１

春
の
谷飯

山
線
に
乗
り
継
い
で
一
時
間
も
す
る
と
、
線
路
の
脇

に
、
家
の
蔭
に
雪
が
残
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
大
き
な

木
の
下
枝
が
折
れ
て
い
る
。
小
さ
な
木
が
折
れ
て
い
る
。

や
が
て
一
面
の
雪
の
原
。
津
南
で
降
り
て
、
タ
ク
シ
ー
を

走
ら
せ
る
と
、
昨
年
は
雪
の
な
か
っ
た
田
畑
が
す
っ
ぽ
り

と
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
谷
の
口
の
、
昨
年
カ
タ
ク
リ
の

花
を
見
つ
け
た
崖
も
雪
で
あ
る
。
宿
へ
登
っ
て
い
く
入
口

の
橋
の
た
も
と
も
雪
が
残
っ
て
い
て
、
昨
年
フ
キ
ノ
ト
ウ

を
ど
っ
さ
り
摘
ん
だ
枯
草
の
斜
面
も
、
今
は
雪
で
お
お
わ

れ
て
い
る
。
登
り
道
の
途
中
、
道
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
谷

へ
の
び
た
大
樹
の
幹
が
折
れ
て
、
な
い
。
裂
け
た
跡
が
、

痛
々
し
く
鮮
や
か
。
崖
下
を
の
ぞ
く
と
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
で

い
く
つ
に
も
切
断
さ
れ
て
雪
の
な
か
に
落
さ
れ
て
い
た
。

昨
年
と
同
じ
宿
の
、
昨
年
と
同
じ
部
屋
に
泊
ま
る
。
窓
に

て
。
人
が
い
な
く
て
、
犬
が
い
て
。
人
が
い
な
く
て
、
子

ど
も
の
声
が
し
て
。
風
に
吹
か
れ
て
斜
面
を
く
だ
る
。
日

だ
ま
り
に
腰
を
お
ろ
す
。
海
を
見
た
り
、
空
を
見
た
り
、

目
を
閉
じ
た
り
。
あ
、
と
言
っ
て
み
た
り
。
お
お
、
と
言

っ
て
み
た
り
。
い
か
に
も
気
ま
ま
な
時
間
で
あ
る
。

鈴
木
牧
之
を
追
い
か
け
て
は
じ
め
て
秋
山
郷
へ
出
か
け

た
の
は
、
一
昨
年
の
夏
だ
っ
た
。
こ
れ
は
い
つ
も
の
よ
う

に
尾
を
引
く
な
。
思
っ
た
と
お
り
、
昨
年
の
春
に
出
か
け

て
い
っ
て
、
こ
の
春
に
ま
た
出
か
け
て
い
っ
て
。

安
水
稔
和

絵
／
中
西
勝
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向
か
っ
て
座
る
。
谷
向
う
の
雪
の
斜
面
を
見
る
。
昨
年
の

記
憶
の
斜
面
と
重
ね
て
み
る
。
な
な
め
に
立
つ
木
の
一
本

一
本
を
見
る
。
見
え
な
く
な
っ
て
、
な
お
見
る
。
漂
う
い

の
ち
の
気
配
。
押
し
包
む
青
い
山
の
闇
。
夕
食
に
ク
マ
が

出
た
。
昨
年
同
様
に
。
同
宿
は
他
に
男
性
一
人
だ
け
。

次
の
日
。
谷
の
奥
に
入
る
。
バ
ス
に
乗
る
と
、
お
ば
あ

さ
ん
が
一
人
乗
っ
て
い
て
、
入
れ
か
わ
り
の
よ
う
に
す
ぐ

降
り
て
、
バ
ス
は
貸
し
切
り
。
小
赤
沢
で
下
車
。
バ
ス
停

か
ら
す
こ
し
入
っ
た
木
造
の
大
き
な
建
物
に
入
っ
て
み

る
。
民
俗
資
料
館
と
い
う
古
い
看
板
が
あ
が
っ
て
い
る
。

元
小
学
校
。
一
階
は
現
在
保
育
所
。
若
い
人
が
、
保
母
さ

ん
だ
ろ
う
、
す
っ
と
あ
ら
わ
れ
て
、
こ
ん
に
ち
わ
と
挨
拶

交
わ
し
て
、
す
っ
と
い
な
く
な
る
。
坂
道
を
汗
ば
み
な
が

ら
ど
ん
ど
ん
の
ぼ
っ
て
い
っ
て
、
木
造
り
の
大
き
な
建
物

に
た
ど
り
つ
い
て
泥
の
よ
う
に
赤
い
湯
に
ゆ
っ
く
り
入

る
。
食
堂
で
は
、
土
地
の
お
ば
あ
さ
ん
が
六
人
、
持
参
の

菓
子
果
物
で
お
し
ゃ
べ
り
。
こ
ち
ら
は
、
ビ
ー
ル
。
窓
の

外
の
烏
甲
山
の
ま
ぶ
し
い
雪
の
肌
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
る
。

ほ
ん
と
に
い
い
天
気
。
目
が
痛
く
な
る
。
目
を
閉
じ
る
。

背
中
の
テ
レ
ビ
は
決
勝
戦
、
広
陵
の
サ
ョ
ナ
ラ
勝
ち
。
今

日
の
宿
は
上
野
原
。
客
は
他
に
い
な
い
と
か
。
部
屋
の
窓

か
ら
烏
甲
山
が
間
近
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
夜
半
、
カ
モ
シ

カ
が
の
ぞ
く
か
し
ら
。
さ
ら
に
谷
の
奥
の
和
山
の
、
ス
イ

セ
ン
と
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
あ
の
斜
面
は
、
今
年
は
ま
だ
雪
に

埋
も
れ
て
い
る
だ
ろ
う
な
。
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